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■序

河賢治者　為余言　我聞之故老　徳本之治病　不待制斉（剤）　刺輸取絡而済　恒居多也　余読梅花方　而可異専　斉和脈診以至灸灼　諄諄説之無理言以浅乎鍼也　後遇木太仲負笈詢業於余　観其所為　鍼術之巧　屡見奇効　因叩其所伝　乃探其嚢中　取一小冊　視之　則徳本鍼家書也　読之取病之法　輸撮其枢要　刺審其浅深　区病証　著緊数　至于運手之妙　気息之応　悉不遺其秘蘊　其言簡而易記　約而易理　経言「知其要者一言而終」　苟非実験乎　安能抜粋猶法之精在耶　翁之於鍼術　河生之言果不誣也　梅花方之不言及専　瞭然氷繹異　然此書累伝之久　錯置冤豕　紛卮不一　太仲随是正之　旁纂其餘緒　猶之披雲霧観青天也　何其愉快哉　今欲上木而与同好共之　取正於余　書其略以帰之　太仲名元貞　陸奥人也　河賢治　信濃人　翁之外戚之裔也

　　安永戊戌　春　　台州源元凱　識

■序

河賢治なるものあり。余が為に言く、　　我これを故老に聞けり。　徳本の病を治するや制斉（剤）を待たず、　　輸を刺し絡を取りて済（すく）うこと恒（つね）に多きに居るなり、　と。余『梅花方』を読みて、　専を異にす。脈診を斉和するを以て灸灼に至るべし、と諄諄とこれを説けり。　理として以て鍼に浅きを言うこと無きなり。　後に木（村）太仲、　笈（きゅう）を負い、　業を余に詢（と）うに遇う。　其の為す所を観るに鍼術の巧（こう）は屡（しばしば）奇効を見（あら）わす。因りて其の伝うる所を叩（たたけ）けば、乃ち其の嚢中（のうちゅう）を探りて一小冊を取る。これを視れば則ち徳本の鍼の家書なり。　　これを読むに、病の法を取るや、輸は其の枢要を撮り、　刺は其の浅深を審（つまび）らかにし、病の証を区し、緊数（きんすう）を著（あら）わして運手の抄に至る。　気息の応は悉く其の秘蘊（ひうん）を遺（のこ）さず。其の言は簡にして記し易く、約にして理（おさ）め易し。　経に言く「其の要を知る者は一言にして終る」と。苟（いや）しくも実験にあらざれば、安（いづ）くんぞ能く粋を抜き、　猶（な）おこれに法（のっと）るの精在らん耶（や）。　翁の鍼術における、河生（かわせい）の言は果たして誣（し）いざらんか。『梅花方』の言いて専に及ばざる、　瞭然として異なれるを永繹す。　然るに此の書、　伝を累（かさ）ぬること久しく、　冤豕（えんとん）（＝冤迍（えんとん））を錯置（さくち）し、　紛卮（ふんし）すること一（ひと）つならず。　太仲是れに随いてこれを正し、旁（かたわ）ら其の餘緒（よちょ）を纂（さん）ず。　猶（な）おこれ雲霧を披（はら）い、青天を観るがごときなり。何ぞ夫れ愉快ならんか。　今、　上木して同好とこれを共にせんと欲し、　正を余に取る。　其の略を書して以てこれに帰す。　太仲の名は元貞、　陸奥の人なり。　河賢治は信濃の人、　翁の外戚の裔なり。

　　安永戊戌　春　台州　源元凱　識す

■叙

凡物博則多才以宜。　而及其臨機事煩。　而或約則精一必中。　而至其応変技窮。　受敗物無兼美誰昔。　然博而能約是其難哉。　余郷木子慎覃精於鍼灸、　嘗試術於平安数年、　所経験亦多、　異本有所伝之出。　今修次其書、　縁飾以己意、　録為一小冊公之。　世病症莫不輸穴明備。　便於懐袖、　易於検閲。　可謂約而不貴博異。　若夫所受授　最為可珍宝。　詳于台州先生序中蔵、　不復贅専。　安永戊戌、　題於平安

　　東奥　　　藤　晃明

■叙

凡そ物博（ひろ）ければ則ち多才にして以て宜（かな）う。而れども其の機に臨むに及んで事煩（わずら）わし。　而して或いは約なれば則ち精一にして必らず中（あた）り、　其の変に応ずるに至って技窮（きわ）まる。　敗物を受けて誰か昔を兼美する無からむや。　然れども博（はく）にして能く約なるは是れ其の難きかな。　余が郷（さと）の木子（太仲）は慎覃（しんたん）にして鍼灸に精（くわ）しく、　嘗て術を平安に試むること数年、経験する所亦（また）多く、　異本に伝うる所の出も有り。　今其の書を修次し、縁飾するに己が意を以てす。　録して一小冊を為（つく）りてこれを公（むおやけ）にし、世の病症は輸穴にあらざる莫（な）きを明備す。　懐袖（かいしゅう）するに便にして検閲し易し。　約にして博異（はくい）を貴（たっと）ばずと謂うべし。　若し夫れ其の受授する所、　淵源有らば最も珍宝すべきと為す。　台州先生の序中に詳（つぶ）さに蔵せらるれば復た贅専（ぜいせん）せず。　安永戊戌　平安に題す。

　　東奥　　藤　晃明

■自序

この一巻は昔、慶長年間、甲斐の国の良医、長田徳本という人（梅花無蓋蔵の作者なり）が朝鮮国の医官・金徳邦という人より授（さづか）りし術なり。其後田中知新に授けてより伝え来たりて其の家々に秘して、伝うるに口受をもってし、あるいは其の門に入るといえども切紙をもって授て、全備する人稀（まれ）なり。吾れ京師游学の頃、術を大坂の原恭＠庵先生に学びて両端を叩く。其の後、毎々試みるに寔（まこと）に死を活（いか）すことしばしばなり。予思うに、金も山に蔵し、珠も淵に沈めおけば何の益かあらん。矧（いわん）や医術は天下の民命にかかるものなり。是を家に朽（くち）さんこと医を業とする者の道にあらず、と。この故に伝受・口訣の条々一事も遺さず書きあらわして世に公（おおやけ）にするものなり。よく此の書にこころをひそめば簡にして得る処（ところ）大なるべし。世の術に志す人々、此の法をもって弘く世に施さば、予が本懐なり。

　　　　　　　陸奥福島　　木村太沖元貞　書

■兪穴図解略

※01.JPG
章門（LR13）

京門（GB25）

環跳（GB30）　：ももの折り目の頭なり

騎竹馬　　　：乗りたる竹の際より五寸上の開一寸五分、両穴と背と三カ所、亦その下一寸の処に三穴すべて六穴に

※02-01.JPG

膏肓（BL43）　：四椎下、五椎に通し

天突（CV22）　：喉の下、大骨の欠けたる所

期門（LR14）　：巨闕傍ら四寸五分、鳩尾の両脇の二枚めの骨の角

※02-02.JPG
天柱（BL10）

大杼（BL11）

風門（BL12）

陶道（GV13）

大椎（GV14）

瘂門（GV15）

風府（GV16）

脳戸（GV17）

強間（GV18）

後頂（GV19）

百会（GV20）

前頂（GV21）

※03-01.JPG

風府（GV16）

脳戸（GV17）

強間（GV18）

後頂（GV19）

百会（GV20）　：前髪際入五寸

前頂（GV21）　：前髪際入三寸五分

顖会（GV22）　：前髪際入二寸五分

上星（GV23）　：前髪際入一寸五分

神庭（GV24）　：前髪際入五分

※03-02.JPG

風池（GB20）　：耳の外の生え際の内、押してこたゆるくぼ

瞳子髎（GB1）　：目尻の五分

頬車（ST6）　：耳の下五分、口を開て骨のとけめ

印道（＝印堂）：両眉の正中

鳩尾（CV15）　：さかりたる丸骨のはし五分去て

廉泉（CV23）　：おとがいの下のくぼみ

※04-01.JPG
天柱（BL10）　：瘂門の傍ら一寸五分

瘂門（GV15）　：後ろの生え際を入る五分

糸竹空（TE23）：眉毛の尽きる所

魚尾　：目尻のつくる所

風府（GV16）　：後ろの生え際を入る一寸

神庭（GV24）　：前の髪際入る五分

上星（GV23）　：前の髪際入る一寸五分

※04-02.JPG
男児斜差図

身柱（GV12）　：（ちりけ）大椎の下のくぼみなり

脾兪（BL20）：十一椎なり

肝兪（BL18）：九椎なり

※05-01.JPG

女児斜差図

※05-02.JPG

手陽明大腸経

※06-01.JPG

手厥陰心包経

※06-02.JPG

手太陽小腸経

※07-01.JPG

手少陽三焦経

※07-02.JPG

手太陰肺経

※08-01.JPG

手少陰心経

※08-02.JPG

小腸経の小海（SI8）

心経の少海（HT3）

肩髃（LI15）

二間（LI2）

三間（LI3）

商陽（LI1）

前谷（SI2）

後渓（SI3）

少沢（SI1）

腕骨（SI4）

陽谷（SI5）

養老（SI6）

※09-01.JPG

天井（TE10）

労宮（PC8）

商陽（LI1）

合谷（LI4）

関衝（TE1）：薬指の内の側、爪の角を去ること一分

少衝（HT9）：小指の内の側、爪の角を三分去るて

少府（HT8）

神門（HT7）

鬼哭：足の鬼眼

※09-02.JPG

鬼当：大指の折り目の端なり

尺沢（LU5）：肘をかかめて内の横文の中少し高く筋の起こる所、斜めに「人」如此にさすべし、此処にある小筋を刺すことなかれ、血止すして死するに慎むべし

神門（HT7）：薬指と小指との間の通りくぼみなり

少商（LU11）

少海（HT3）

少府（HT8）：小指と薬指を屈して両指の間

※10-01.JPG

陽渓（LI5）：手を交えて大指のあたる所、則ち合谷の上の陥き中

商陽（LI1）：手の人指し指の内の傍ら、爪の角を去ること一分なり

列欠（LU7）：手を交えて人指し指のあたる所

大陵（PC7）

内関（PC6）

間使（PC5）：大陵前三寸

陽池（TE4）

支溝（TE6）

曲池（LI11）

※10-02.JPG

足少陰腎経

※11-01.JPG

足厥陰肝経

※11-02.JPG

足少陽胆経

※12-01.JPG

足太陽膀胱経

※12-02.JPG
足陽明胃経

13-01.JPG


足太陰脾経

※13-02.JPG
承山（BL57）：ふくらみの下、指の止まる所

委中（BL40）

承扶（BL36）

陽陵泉（GB34）：膝を折りて折りめの頭に墨を点じて、さて足をのばし其の墨より一寸下にとるなり

太渓（KI3）：外くるをおし、下指を入ておせばくぼむ処なり

至陰（BL67）：足の小指の外の爪角を去ること一分

解渓（ST41）

大敦（LR1）：足の大指の外の爪の角を去ること一分の所なり

※14-01.JPG

足臨泣（GB41）：足の小指と薬指との間を押し上れば指のとどまる所

懸鍾（GB39）　一名絶骨：足の外くるふしの上み、三寸、三陰交の法のごとし

三陰交（SP6）

蠡溝（LR5）

中都（LR6）

太衝（LR3）：足の大指の本節の後ろのくぼみ、動脈の中

解渓（ST41）

※14-02.JPG

陰陵泉（SP9）：陽陵泉の法と同じ

湧泉（KI1）

然谷（KI2）

隠白（SP1）より五穴

陰谷（KI10）

曲泉（LR8）

足三里より三穴

衝陽（ST42）　仲景の云う趺陽：大指と高くとの間を押し上げて指の止まる所なり

※15.JPG

内庭（ST44）：中指、薬指の間、本ぶしの後なり

商丘（SP5）：内くるぶしの前の陥なる所なり

至陰（BL67）より八穴

泉生足：高い指、両よこ文の正中

風市（GB31）

陰市（ST33）

■鍼治大意

　窃（ひそか）に惟（おも）ふに針は急を弛（ゆる）め、欝（うつ）を散じ、実を瀉し、血滞を通し、湯液に交施していよいよ其の効を奏するものなり。然れども未熟にして施さば人を傷（やぶ）ること薬よりもまた甚し。また針にて血を取ることあり。其れ速効あることなり。然れども近世の民俗、身より血を出すことを忌（いみ）て恐るる者あり。貴人はいよいよ忌憚（はばか）るなり。それ人は血と気との有余不足によりて病をなすことを弁（わきまえ）ぬが故なり。血実血滞の病をなすもの、其の血を取り捨て平身にすること、何か恐るるに足んや。医もまたこれをすまじきこととして俗の迷を助（たすく）る人多し。内経をよく読まざる故ならんか。

一、病によりて血を出すことを忌む症もあり。気血両虚の人と冷症と妊娠あるいは産後長病の後などなり。意をもって察すべし。もっとも其の症を察し得ざる医人は識者にゆずりて人を毀（こわ）すことなかれ。

一、鍼すべき症と血を取るべき症と相似たり。灸すべき症と針すべき症、血を取るべき症とは雲壌の隔なり。其の相い反することを知るべし。大概虚する者には灸し、実する者には鍼し、また血を取（と）ると心得べし。通評虚実論に曰く「経虚し絡満つる者は陰（即ち経なり）に灸し、陽（即ち絡なり）を刺す。経満ち、絡虚する者は陰（経）を刺し、陽（絡）に灸する」と。是の灸と鍼との違いあることを知るべし。然るを今の人みだりに鍼灸して病をます者あり。漸（しばらく）は其の害知れざれども日を経て病重（つも）り、あるいは元気消（しょう）すること医としてこれを弁（わさま）えずして人をあやまつは甚（はなはだ）罪なり。よく虚実を考え、偖（扠）（さて）灸すべきは灸し、鍼すべきは鍼すべし。必（かなら）ず我が子弟に他の子弟を比して恕せんことを忘るることなかれ。

　　　　　木村　太仲　元貞　述

○先づ禁忌を心得べきこと

一、食後に刺すべからず。

一、吐して後、中脘と章門を刺すべからず。

一、孕女（はらみめ）は合谷・三陰交・石門を刺すべからず。

一、飲食の上と飢たる時と遠行（とおあるき）したる時は刺すべからず。

一、汗出ること甚しき人と総身の動脈どこもかも甚しき人は刺すべからず。

一、大風・大雨・地震の時は刺すべからず。

一、甚だ怒りたる時と大なる憂（うれい）に逢（あい）たる時は刺すべからず。

　右、常に心に蔵（おさめ）て慎（つつしみ）て刺すべからず。

○鍼して誤（あやまり）し時、刺し直（なお）すべきこと

一、水分の誤は足の無名の穴

一、章門の誤は絶骨

一、血海の誤は足の三里

一、肩の誤は肩井・曲池

一、足の三里・絶骨の誤は肩井

一、腹中の誤は絶骨

一、承山の誤は絶骨

一、鍼口より血出て止らぬ時は巨骨を刺すべし。

　右、もし誤るときは件（くだん）の穴にて刺し直すべし。もし（刺し直さ）ざればあるいは絶することあり、慎むべし。

○補瀉迎随・直乱のこと

一、其の経の流れ、上（かみ）より始るか、下（しも）より上（のぼ）るかをよく常に暗記して迎随の法を誤るべからず。

一、七十八難に曰く、病人を見て鍼を行わんと思ふ時、其の針すべき穴を左の手にて少しもみて気を至らせて刺すべし、と。此の法また守りて行ふべし。

一、鍼を入るること、其の病人の呼（つくいき）に随て少し手を緩（ゆる）むれば、腹中にて針先の動くように覚ゆる気味の時、また一だん針を按（お）し入るるなり。是を補と云うなり。扠（さて）、病人の引く息（吸）に随て針を抜くなり。

一、鍼を入るること、其の病人の吸（ひくいき）に随て入れて少し手を緩めて見れば、鍼先の動くように覚ゆる時に針を動かしふるわして呼（つくいき）に随て針を抜くなり。是れ瀉法なり。

一、迎とは其の針先を其の経絡の流れに向ふて刺すを云うなり。

一、随とは其の針先を其の経絡に順（したが）って刺すを云うなり。

一、直とは其の経絡の順逆によらず真直（まつすぐ）に針をおろすなり。

一、乱とは捻（ひね）ること。早くひねりて、扠（さて）ふるわして抜くなり。是れ大瀉法なり。

○別伝

一、水分・中脘・下脘・気海・関元・鳩尾

　　右腹部六穴に別伝あり。雞足の伝と云う。先ず一寸刺して五分抜き上げて五分は抜残（ぬさのこ）し、それより上へ向けて一寸許（ばか）りひねり、また抜残して左へ向けて一寸許（ばか）りひねり、また抜残して右へ向けて一寸許（ばか）りひねり、また抜残して正直（まつすぐ）に刺して抜く。此を鶏足という。

一、頭中手足などの肉のうすき所は皆針を仆（ふせ）て刺すべし。

一、大椎は針先を上へ向けて刺す。

一、承山は何時（いつ）も迎に刺すべし。

一、天突は針先を下へ向けて刺す。

一、委中は何時（いつ）も随法に刺すべし。

一、鳩尾は下へ仆（たお）し、あるいは上へ仆（たお）すべし。

一、瘂門（あもん）を誤れば人を瘂（おし）にするなり。

○不食を治する伝――不食は人の天なり。故に別に此の条を出すなり。

　不食する証には先づ陰都二穴、次に下脘（補法）、其の次に通谷（随法）、また次に中脘・天枢を刺すべし。如此（かくのごとく）すること三日に及びて効なきときは火気を入るるべし。（即ち）臍の中（神闕という）に焼塩をうづめて其の上より灸七壮あるいは十四壮すべし。

○阿是問答の穴と云うこと

　およそ其の病人の背、あるいは腹、あるいは手足にても、其の骨肉を按じてみてよく答（こたう）ると云う所を灸針ともに施すなり。あるいは腹の病に背より行い、背の病に腹よりも脇よりも刺すことあり。時の宜（よろし）きに随うべし。

○中脘は妙穴たることを心得べきこと

　夫れ中脘は胃の募、栄衛の始未なり。故に万病に用う。但、胃虚の人と血色なき人と、およそ虚人には深く刺すことを忌むなり。誤って胃虚の人を刺すときは、一身の根本たる栄衛を失するなり。君子これを思え。

　中にも中脘は一切の吐血、翻胃、嘔吐、噯気、久瀉、諸熱等を治するなり。然れども胃虚の人を刺して誤まること勿（なか）れ。よく心をひそめて胃の虚実をわかつべし、これを慎め、これを慎め。

○秘伝の条々

①気附鍼。　気つけのはり。

隠白（一分）　足の三里（五分）。

②日腫（にっしゅ）。　はやけんへき、いきのならぬは即ち卒厥病なり。甚だ大切の症なり。一時半時の間に死するなり。

　腹痛・煩悶、人事を省みず、あるいは肩強（こわ）ばり、胸へ引きて痛み、死せんとするなり。また腫物を発することあり。また前髪際のほとりに腫を発する者は朝（あした）に発して夕（ゆうべ）に死するなり。

《治方》　肩井（四分）　曲池（七分）　尺沢（三分）

　　此の三穴より血を取りてよし。但しランセッタ（lancetta）にて刎（は）ね切りて血を出すべし。また甚だ重き症は肩あるいは二椎・三椎のあたりを、小刀あるいはカミソリにて一寸ばかり切りさきて血を出すべし。かくのごとくせざれば即ち死するものなり。

③喉痺（こうひ）。　にわかに咽喉（のんど）のはれふさがる。

温溜（三分）　天突（一分）　合谷（五分）を刺すべし。鬼当　少商（各一分）血を取る。

④癲癇。　てんかん。

鳩尾（五分、下へふせて刺す）、百会（三分）中脘（八分）

⑤卒中風、人事を知らず、牙関緊急す。　そっちゅう風、正体なく、はをくいしめたる人。

人中（二、三分）　臨泣（二分）　合谷（三分から五分）

⑥中魚毒。　うをのどくにあたる。

中脘（八分）　梁門（一寸）

⑦河豚毒。　ふぐのどくにあたる。

尺沢（三分）　少商（一分）　鬼当（一分）。以上（の諸穴より）血を取る。

⑧痰厥、昏昧卒倒。　たんつまりて急にたおれたる。

関元（一寸）　気海（八分）　臨泣（二分）　湧泉（五分）

⑨小児驚風。　きょうふう。

風門・腎兪（各々十四壮灸すべし）。甚だ妙なり。

⑩心腹卒痛、自汗出つる者。　むねはら急にいたみ、あせのいづるに。

間使（五分）　神門（四分）　列缺（三分）　甚しき者は大敦の血を出すべし。

⑪喘促　急迫。　ぜんそく、かたにていきする人。

湧泉（五分）　労宮（二分）　甚だ妙なり。

⑫転筋・脚気。　かっけ、すじのつまる人に。

承山（直刺、五分）

⑬中風、足麻痺、痿弱、痛痒を覚えず。　中風、手足しびれ、なえたる人。

風市の外二寸、また上へ二寸の処、足の三里の外二寸の処。

⑭慢驚風、搐搦（ちくでき）、反張、熱少なき者。　まんきょうふう、そりかえりたる小児。

中脘（五分）　委中（三分）　泉生足（二分）

⑮省目。　日暮れかたより目のみえぬもの。

少商　血を出す。但しランセッタにて刎（は）ね切りてよし。

⑯庁　　面の内　手足にせつ（癤）の出（きる）もの。

大事の症なり。手足あるいは鼻の下に小さく出て初めかゆく、さて痛みて一日の中にも死するものあり。急なるものなり。

　頚項より上（か）み（上部）及び手は、先ず其の発する所に針して血を取り、列缺の上（か）み（上部）三寸・陥（カン）中に灸三五壮。妙なり。

⑰金瘡気附鍼。　刀にてきられし人の気つけ。

労宮（二分あるいは一寸）　百会（二分）　関衝（二分）

⑱金瘡、瘀血逆上して心を攻め狂気するもの。　きりきずの悪血せめのぼり、気のちがう人。

百会（二分）　足の三里（五分）　合谷（三分あるいは五分）

⑲陰丸を打撲して気を絶する者。　きん玉（こうがん）を打て気を失う人。

必ず陰嚢に赤筋あるなり。其の集りたる根に唐茴香（ういきょう）を粉にして、ツバにて堅（かた）め敷（しき）て、其の上に灸三五壮　関元（七壮）

⑳小便閉じて悶絶する者。　小便つまりの人。

先づ塩一二舛を湯に煎じて大だらいに入れて腰湯をさせて、さて蒲団に寝させて四満の穴（ただし臍下二寸の傍五分の処なり）へ鍼先を両方より内にて　×　かくのごとくになるように刺すべし。但し深く刺してよし。其の後、委陽（尻の横紋より六寸下なり）に五分刺すべし。若し孕婦は委陽の穴ばかり刺すべし。

21）呑酸刺心。　むねのやく人。

泉生足（一分）　足の中指の両ふしの正中、若し甚しきものは灸すべし。

22）悪しき痘瘡にて血熱の甚しき者。　あしきとうそうに血をとるべきこと。

其の小児の中指の中の折一折を取り、その三折分を委中の横文にあてて尽きる所をランセッタにて刎ね切りて血を取るべし。但だ痘瘡ここかしこに出る時分に行ふてよし。遅ければ益なし。

23）高きに登りて落ち気を絶する者。　高き所より落て気を失ふ。

廉泉（五分）　労宮（八分）　但だ此の時ばかり八分刺すべし。常には深く刺すべからず。

24）休息痢。　げりびょう。

気海（八分）　天枢（五分）　甚しき者は灸すべし。

25）胸痛み口噤する者。　むねいたみて、とりつめたる人。

大陵（八分）　神門（三分）　期門（四分）　各々刺すべし

26）鵝掌風。　うらむしにて手のひらの皮のむけ、さけなどするに。

間使（灸七壮）

27）腹痛。　はらのいたみ。

建里（八分）　三陰交・大衝（三分）　大白・大淵（二分）　大陵（八分）　また阿是問答の法を用うべし。

28）また方。　はらのいたみ。

臍の上痛む者には中脘（八分）　豊隆（五分）

臍の下は三陰交（三分）　陰陵泉（五分）

29）食傷。　しょくあたり。

中脘・天枢（八分）　梁門（一寸）　公孫（四分）　吐せんと欲する者は中脘（八分）

30）積聚。　しゃくつかえ。

章門・期門（六分）　関元（一寸あるいは二寸）

31）また方。　しゃくつかえ。

天枢・中脘（一寸）　およそ積の正中を刺すべからず。其の動ずる物を除きて其の傍を刺すべし。

32）胃脘痛。　むねよりへその上いたむ人。

肝兪（三分）　脾兪（三分）　足の三里（五分）

33）心下痞悶・不食。　むねの下つかえてふしょく（不食）する人。

湧泉（五分）　大白（三分）　大梁（八分）　神門（三分）

34）胸痛。　むねのいたみ。

中脘・巨闕（八分）　章門（六分）　但し吐法をもって痰を吐すべし。

35）翻胃。　食物をはくやまひ。

下脘（八分）　足の三里（五分）　胃兪（三分）　膈兪（三分）

36）腹脹硬あるいは小腹堅。　ふかみがたく、おしてはらはりたる人

中脘（八分）　三陰交・大渓（三分）　脾兪（三分）

37）背痛。　せのいたみ。

委中（五分）　承山（七分）　崑崙（こんろん）（三分五分）

38）肩痛。　かたのいたみ。

肩髃（手をあげてくぼむ所）・曲池（各一寸）　合谷（三分五分）

39）臂（ひ）痛。　ひじのいたみ。

肩髃（一寸）　手の三里（五分）

40）腕痛。　うでのいたみ。

陽池（手の甲の横文のくぼみ、三分）　腕骨（手の外くろふしの骨のきわ三分）　手の三里（五分）

41）頚項攣痛。　くびすじひきつりいたみ。

風池（三分）　風府（三分）

42）痢病。　赤なめ、白なめ、しぶりはら。

中脘（八分）　天枢（五分）　関元（一寸）　また焼塩を以て臍中に填（つ）めて灸すること、一・二百壮

43）また極効の方。

中脘（一寸）　天枢（一寸五分）　腰眼（五分）　痞根（一寸二分）

44）泄瀉。

石門（五分）　四満（四分）　中脘（八分）　天枢（五分）

45）裏急後重。　しぶりはら。いきみても通ぜぬ人。

気海（八分、臍下一寸五分の所）　関元（臍下三寸の所、一寸）

46）嘔逆。　からえづき。

内関（五分）　関元（一寸）

47）頭痛。　づつう

百会・通天（二分）　印堂（三分。針を下へふせて刺すべし）　風池（三分）　風府（三分）　足の三里（五分）

48）腰痛。　こしのいたみ。

委中（五分）　膀胱兪（三分。背の十九椎の開二寸）

49）咳嗽。　せき・しわぶき。

前谷（一分）　曲沢（三分）　膏肓（五分）

50）咳血。　せきに血のまじる人。

風門（三分）　尺沢（三分）　足の三里（五分）

51）吐血。　血をはく人。

神門（三分）　中脘（一寸）　関元（一寸三分）　三里（五分）

52）衄血。　はな血いづる人。

瘂門（四分）　尺沢（三分）　足の三里（五分）　合谷（三分五分）

53）下血。　血のくだる人。

石門（五分）　天嘔（八分）　百会（二分）　委中（五分）　三陰交・隠白（三分）

54）口舌生瘡。　口中（こうちゅう）また、した（舌）にかさいづる人。

労宮（二分）　合谷（三五分）　甚しきときは血を取りて甚だ妙なり。

55）黄疸。　おうだん。

中脘（八分）　梁門（一寸）

56）腰痛。　せんきのこしのいたみ。

委中（五分）　膀胱（三分）　また八窌（りょう）の穴を灸すべし。
57）瘧疾。　ぎゃく、おこり。旧（ふるく）わらわやみと云う。

章門（六分）　京門（一寸）　若し二日に一発の人には後渓（一分）　申脈（三分）　三里（五分）を加うるなり。

58）截瘧。　おこり起きるに刺すべき妙術。

隠白（一分）　少商（一分）　章門（七分）　大椎（正中、五分）　各々平且（よあけ）に刺すべし。

59）眩量。　めまい。

上星・風池・天柱（三分）　足の三里（五分）

60）淋病。　りんびょう。

膀胱（三分）　関元（一寸）　腎兪（三分）　小腸兪（三分）

61）遺精。　路（おおいに）（露（あらわれて）。また羸（るい）の義）せつ（泄）する人。

十四椎背骨を去ること三行通りを灸すること二七壮あるいは三七壮。

62）脚気。　かっけ。

風池（三分）　風市・陰市（四分）　三里（足）（五分）　絶骨・陽陵（各六分）

63）水腫。　しゅき（腫気）、はれやまい。

臍の傍四穴　（△は臍中。すなわち神闕）同身寸二寸二分ずつ臍を去りて四穴なり。刺すべし、あるいは灸すべし。　関元（一寸）　三陰交（三分）　但し腫（はれ）の多少に依りて刺に浅深あり。

64）水腫遍身満つる者。　すいしゅ総身はれたる人。

天枢（五分）　梁門（一寸）　関元（一寸五分）

65）眼目。　めのやまい。

およそ眼あるいは腫れて胞赤く痛み、また赤肉眼中に出て目やに多く爛（ただる）る等の症は血をとり、針してよし。其の外は血を取ることなかれ

66）眼中血多く痛み、あるいは爛るる眩者。　目の内に血の多き人またただれ目。

百会・瞳子窌（二分）　上星（四分、後へふせて）　臨泣（二分）　合谷（三五分）
67）陰丸腫・便毒・下疳・玉茎腫。　よこね、かんそう、くきのはれたる人。

横骨（一寸）　臍下四寸の傍相去ること一寸五分ずつの処。

68）面瘡。　かお（顔）の内のでもの

労宮（二分）　あるいは少血をとるべし。

69）溺死。　水におぼれたる人。

先ず酢を口中へ入れておき鳩尾を深く刺して水を吐さすれば生きるなり。常には鳩尾を深刺することなかれ。鍼を仆（たお）して刺すべし

70）難産。　なんざん甚だ妙なり。必ずすくうべし。

関元（臍下三寸）…かくのごとく深さ二寸あるいは三寸、人の肥痩（こえやせ）によりて刺すべし。必ず生むなり。

71）また方。　是を陽龍の伝という。人をすくう事たびたびなり、必ずすくうべし。

十四椎の開（二行通り）二穴、十五椎の開（同）二穴、刺すべし、妙なり。

72）阿蘭陀（オランダ）人口授の秘薬。　甚だ妙剤なり、まことに日本の宝とおもふなり。

サフラン（五分細末）　肉桂（一戔）右二味細末、別に白百合（ゆり）の花を二匁（モンメ）、常の如く煎じてかすを去り、右の細末をかき立て、茶碗八分目用うべし。即時に生むなり。

治例

死胎を下し、難産を下し、胞衣を下す。

73）産後の血暈の気附。　さんごのむり（無理）したる時。

湧泉（五分）　中衝（二分）　労宮（二分三分）

74）また方。　血暈及び瘀血に因（よ）りて狂気する者。おけつの症、気のちがう人。

合谷（四分）　三里（五分）　百会（二分後へ仆（ふせ）て）　三陰交（三分）

75）産後、悪露下らず、胸腹痛み妨悶する者。　おけつよく下りかねて、むねはらいたむ人。

関元（一寸あるいは一寸五分）　三陰交（三分）

76）臍下の結塊、伏杯の如き者。　へその下のかたまり、手にあたる事こぶしを入るるごとし。

間使（五分あるいは灸）　大渓（灸三壮、はり三分）　三陰交（三分、灸三壮）

77）婦人、腰痛甚しく小便渋る者。　女こしいたみて小べんしぶる人。

胞肓（背の十九椎開三寸の処、鍼五分、あるいは灸五十壮）

78）経閉じ塊を作（な）す者。　月やくとどこおりてかたまりになる人。

関元（一寸。もし久しく愈えざる者は灸三十壮、一ケ年三度）

79）霍乱嘔吐する者。　かくらん、はくことしげく、からえづきある人。

支溝（五分）

80）霍乱吐瀉する者。　かくらん、はきたり、下したりする人。

支溝（五分）　尺沢（三分）　三里（五分）　大白（三分）

81）乾霍乱、吐瀉なくして唯（た）だ悶絶する者。　かくらん、吐も瀉もなく、もんぜつする人。

委中（五分、刺して早く血を出すべし）　加鍼　臍の上痛む者には三里（五分）を加え、臍の下（痛む者）には陰陵泉（五分）を加え、臍を侠（はさ）んで痛む者には上廉（三分）を加う。腰に引きて痛む者には大白（三分）を加え、心腹脹満する者には内庭・絶骨（各三分）を加え、転筋する者には至陰（一分）を加う。

82）霍乱は吐を取りて以て先と為す。　かくらんは、はやく吐きてよき事。

湯と水と等分にして温（あたたか）き塩湯にして、椀も三わんも用い吐してよし。是れ上策なり。其後は症に随いて薬治すべきなり。

83）陰煩する者、一に離魂病という。　何となくもだえて死せんとする人。

大椎（正中、五分鍼先を上へ向けて）

84）縊死する者。　くびをくくりて死する人。

先ずソロソロと抱きおろして介抱し、人三四人にて抱きて、とくと床に臥（ね）させて後、陽陵泉を刺す（瀉法）、其の次に間使・陽池を刺す。

85）盗汗。　ねあせいづる人。

腰より上に汗ある者は陰都・間使。腰より下に汗ある者は関元・天枢（各一寸）。

86）筋急。　あしの筋ひきつる人。

陽陵泉（六分）　三陰交（三分）　公孫（五分）　崑崙（三分）。　膝下痛には公孫（三分）　崑崙（三分）　膝上痛には陽陵泉（六分）　三陰交（四分）

87）諸病、吐を取らんとするときは刺すべき事。　諸病、吐かせたくおもう時。

中脘（一寸）　太祖（ハリ先を上へ向けて三分）　陽谷（一分）　若し効かざるときは三里（足）・鳩尾

88）嘔吐。　からえづき、あるいは物をはく人。

鳩尾（針を下へふせて）　関元（一寸）　三里（五分）　効かざるときは下脘・胃兪を刺すべし。また効かざるときは中脘を刺すなり。

89）痰厥、絶えんとす。　痰、胸膈に塞（ふさが）り昏迷する者。　たんのはりて死なんとする人。

中府（五六分、甚しければ一寸半）　但しよく其の兪を揉（もみ）てよし。禁穴の故なり。

90）大便閉。　大べんつまりて、また久しくせぬ人。

関元（二寸）　痞根（一寸二分）

91）遺尿。　ねしょうべん、またざしき（座敷）にてもらす人。

先ず其の腹を診するに腹偏にして平（たいらか）ならざるものなり。其の高き方の天枢・梁門・陰都を刺すべし。両方ともに平ならば中極の穴を灸七壮。若し治せざる者はふたたびこれに灸す。また気海（八分）　大敦（三分）灸鍼ともによろし。

92）早瘡。　はやくさとて大切の症なり。

手足あるいは顔面・胸背に発して煩悶し、腹脹り、其の熱火の如く、痛み忍ぶべからず。毒気裏に入るときは小腹・陰丸脹り、また黒色面上に生ずる者は死す。早く横に切さきて血をとるべし。

93）子癇（しかん）。　母のはらの内にて子が狂うて気を失うなり。

巨闕（六分）　合谷（補法、四分）　三陰交（瀉法、四分）

94）陰臭。　女のまえのくさきはたびたびさしてよし。

大敦（三分）　大陰（八分）　中衝（二分）　行間（三分）

95）内下疳、茎中痛。　ウミ出るなり。りんびょうとはちがふなり。

石門（五分）　関元（一寸）　気海（八分）　曲骨（六分）　大敦（二分）血を出す。僕参（灸三壮）

96）癩病。　さんびょう、かったいともいう。

人中（二、三分）　肩井（四分）　尺沢（三分）、各々三陵針をもって血をとる。

また委中を加え、あるいは面部・手足ともにふしだちたる所は皆刺して血をとるなり。

97）積聚、腹脹りて石の如く、坐臥安からず、二便渋り、上気、遍身腫る。　しゃくじゅうにありて石のごとく、小便つうぜず、総身はれる人。

復留（三分）　三里（五分）　陰陵泉（五分）　上脘（八分）　承満（三分）

98）中寒、身に熱なく、吐瀉・腹痛し、厥冷、肘を過ぐる如き者。　甚しく寒毒にあたりてひえあがりて吐瀉し、はらいたむ人。

咽渇せざれば陰交・気海各々灸すべし。衣を引き身をもってこれを温むべし。

99）中暑、口渇あるいは吐瀉。　暑気にあたりて口かわき、はきくだしする人。

内関（五分）　三里（五分）　大白（三分）　魚際（一分）

100）中暑、卒倒・角弓・反張し、手足搐搦。　しょ（暑）にあたりてそりかえりたる人。

風池（三分）　百会（二分）　長強（二十一椎の下なり、三分）　崑崙（三分）　三里（五分）

101）崩血。　にわかに血がくだりて死せんとする人。

大衝（三分）　気海（八分）　三陰交（四分）　中極（六分）　大敦（二分）

102）瘀血、心腹痛み、忍ぶべからざる者。　ふる血にてむねはらいたむ人。

委中（血を取る）　阿是（但し正中を刺さず、塊（かたまり）の際（きわ）を刺すべし）。

103）小児の舌瘡。　子どものしたにかさ出る時。

手の小指の表、爪の際（きわ）より血を取るべし。

104）小児の夜啼。　小児のよなきに。

中関（二分三分、其の児の小大をはかりて刺すべし、また灸すべし）。

105）急驚風。　きゅうきょう風、目を引きつけたるに。

中脘（八分）　印堂（いんどう）（二分、仆（ふ）せて）　幽門（一寸）　章門（六分）

106）死胎、必ず脈沈にして小腹冷ゆるなり。　なんざん、死胎をくだすに。

合谷（三分）　三陰交（五分）　足の小指のとがりに灸・鍼ともによし。

107）乳腫痛。　ちちのはれたる人。

臨泣（二分）　三里（五分）　神門（三分）　三陰交（四分）

108）吐乳止まず。　小児ちちをはく時。

中脘（五六分）

109）中湿、腰背拘急し、脚重疼痛。　しつ（湿）にあたりて、こし・せなか・あし引きつりいたむ人。

風池（三分）　中脘（八分）　絶骨（六分）　風市（四分）

110）注夏病。　なつの時びょうもち。春の末、夏の初に頭眩・眼花・腿酸（しびれ）・脚軟（だるく）、五心煩熱（ほめき）し、口苦く口乾き、力無く、好（よ）く眠り、食少なく、胸膈利せざる者。

膏肓（三分）　肺兪（三分）　患門（三分）

111）咽喉塞（ふさが）り三日水穀通らず。　こうひ（喉痺）二三日薬水ともに通らぬ人。

鬼当（一分）　少商、各々血をとる

112）赤白帯下の妙灸。　しら血・長血の妙灸。

患人を竹馬に乗せ、督脈を上ること五寸の所に一点、また其の開一寸五分に（…）かくのごとく取り、また其の下に（…）かくのごとくに取り、都（すべ）て六穴なり。体虚の人は七壮ずつ、体実の人は十一壮あるいは十四壮。

113）痢病・脱肛・五痔・下血　しぶりはら、でぢ、すべてのぢ、はしりぢ。

十二椎の下の灸　甚だ妙なり。

114）瘡腫、雁瘡、諸瘡之事。

何（いづれ）の処（ところ）に発することを問わず、およそ痒（かゆ）みある瘡腫は皆ランセッタをもって刺して血を出すこと三・五度に及びて治するなり。あるいは三稜鍼をもって血をとりてよし。もっともスネクサの類は瘡（くさ）の中、あるいはまわりを乱に浅く刺して血を出すにしくことなし。但し痒みあるのみにかぎらず痛む瘡も刺してよし。また打身の悪血のよりたる所も刺してよし。またうでの痛みは尺沢を刺して血を出してよし。あるいは股、其のほか脚部の痛みは委中を刺して血をとるべし。

■兪穴解

1　尺沢　肘の内の横文の中なり。図にあり。

2　少商　手の大指の内角を去ること一分

3　中府　天突の下二寸の開六寸の処

4　二間　（図にあり）

5　三間　（図にあり）

6　商陽　（図にあり）

7　合谷　（図にあり）

8　手の三里　曲池の下二寸

9　曲池　手を折りて肘の横文のはし

10　肩髃　肩のつけ根手をあぐればくぼむ所なり

11　神門　掌後の際、中指と無名指（くすり指）の間の通りなり

12　少衝　手の小指の内の角、爪の際を去ること一分

13　前谷　（図に見えたり）

14　後渓　（図あり）

15　陽谷　（図あり）

16　腕骨　（図あり）

17　曲沢　（図に見えたり）

18　間使　掌後三寸、両筋の間の陥中

19　内関　掌後二寸、両筋の間

20　労宮　（図にあり）

21　中衝　手の中指の外爪角を去ること一分

22　関衝　手の無名指（くすり指）の外爪角一分

23　関元　丹田ともいう、臍下三寸

24　中極　臍下四寸

25　会陰　両陰の間なり

26　曲骨　横骨の上毛際の陥中、動脈あり

27　大杼　一椎の下の開一寸五分

28　風門　二椎の下の開一寸五分

29　肺兪　三椎の下の開一寸五分

30　厥陰兪　四椎の下の開一寸五分

31　心兪　五椎の下の開一寸五分

32　膈兪　七椎の下の開一寸五分

33　肝兪　九椎の下の開一寸五分

34　胆兪　十椎の下の開一寸五分

35　脾兪　十一椎の下の開一寸五分

36　胃兪　十二椎の下の開一寸五分

37　三焦兪　十三椎の下の開一寸五分

38　腎兪　十四椎の下の開一寸五分

39　大腸兪　十六椎の下の開一寸五分

40　小腸兪　十八椎の下の開一寸五分

41　膀胱兪　十九椎の下の開一寸五分

42　委陽　臀下の大横紋より六寸下るなり

43　印堂　両眉の間の正中

44　鬼当　手の大指を屈し、内の紋の端

45　魚尾　目尻の尽（つき）る処

46　鼻準　鼻柱の曲骨の下際（きわ）

47　膝臏（しつひん）　膝皿の大骨の下際（きわ）

48　大祖　大椎の上の小椎なり

49　秘根　章門の外のくぼみなり

50　鬼眼　（図あり）

51　鬼哭　手の法のごとし

52　水目　陰市の前一寸

53　気海　十五椎の下の開一寸五分

54　大陽　紫脈目尻一分許（ばかり）

55　申脈　足外くろふしの下五分

56　僕参　足の外くるふしの下際（きわ）

57　崑崙　足の外くるふし後の下際（きわ）

58　承山　地を去ること一尺の処

59　委中　ひかがみの中央

60　胞肓　十九椎の開三寸

61　素窌　鼻柱の上の端（素髎）
62　人中　鼻柱の下二分

63　神庭　頭の中行前のはえ際（ぎわ）を入ること五分

64　上星　前髪際（はえぎわ）を入ること一寸

65　百会　（図にあり）

66　前頂　上星の後二寸

67　風府　後の髪際（はえぎわ）を入ること一寸

68　強間　百会の後三寸

69　瘂門　後の髪際を入ること五寸（編者注：五分の誤り）

70　承漿　唇の下のくぼみ

71　廉泉　おとがいの下、結喉の上

72　天突　咽喉の骨の欠（か）けめなり

73　膻中　両乳の正中

74　中庭　膻中の下一寸六分

75　陰交　臍の下一寸

76　鳩尾　むなさき岐骨の下五分

77　石門　臍下二寸

78　気海　臍下一寸五分

79　期門　巨闕の傍四寸五分

80　侠渓　足の小指と薬指の間、岐骨の先のくぼみの中

81　臨泣　侠渓の前一寸五分

82　丘墟　臨泣の前三寸

83　懸鐘　足の外くるふしの上三寸、動脈の中

84　陽輔　足の外踝の上四寸、すなわち絶骨なり

85　陽陵泉　足膝を折て外の折目にしるしをして、それより一寸下なり

86　五枢　臍下五寸の開三寸五分

87　帯脈　章門の下一寸八分

88　京門　臍の上五寸の開九寸五分

89　肩井　深く刺すこと勿れ、失を失う。もし誤るときは三里を刺すべし

90　風池　耳の陰の陥（くぼ）みをおしてこたゆる所

91　瞳子窌　目じりを去ること五分
92　湧泉　足のひら然谷に并う。（図にあり）

93　然谷　足のひら。（図にあり）

94　大渓　足内くるふしの下、大骨の下のくぼみ、動脈の中

95　四満　臍の下二寸の開五分

96　陰谷　曲泉と委中の正中なり

97　陰都　中脘の傍五分

98　幽門　巨闕の開五分

99　中柱　四満の上一寸、すなわち臍の傍五分の下一寸の処

100　至陰　足の小指の外爪角を去ること一分

101　束骨　足の小指の外、本ふしの後際

102　京骨　束骨にならぶ

103　外関　（図にあり）

104　陽池　手背の横文の内のくぼみ、小指と薬指との間、本節（ふし）の前なり

105　支溝　（図にあり）

106　隠白　足の大指の内の爪の角一分

107　大都　隠白の後

108　大白　大都の後

109　公孫　足の大指の本節の前一寸

110　三陰交　（図にあり）

111　乳中

112　乳根

113　頬車　耳たぶより五分下

114　承満　上脘の二寸開きなり

115　天枢　ホゾ（臍）の正中より二寸の開き

116　気衝　天枢の下八寸、すなわち帰来の下一寸

117　陰市　ひざの前三寸、両ひざを合わせてとるなり

118　豊隆　足の外踝の上八寸

119　解渓　（図にあり）

120　衝陽　すなわち趺陽なり

121　内庭　足の次指と中指の間、本節の先のくぼみの中

122　大敦　足の大指の外爪角を去ること一分

123　行間　足の大指の本節の前、動脈のある所なり

124　大衝　足の大指の本節の後、動脈の中

125　曲泉　膝の内輔骨の下陥の中、横文の頭なり

126　章門　ホゾ（臍）の上二寸の開　九寸五分

以上、百二十六穴
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